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・・・　「KBI フレンズの会」便り　・・・

「すべては主のご計画の中で」
　25 年前、ただ恵みによって救われ、その 3 年後、主からの呼びかけに応え、命をかけて下さっ
た方に、すべて委ね、捧げて生きることを決心。テントメーカーとして献身者の道を歩み始めま
した。それから約 10 年間、宣教師であるアメリカ人の牧師先生に訓練され、牧会者としての働き
が与えられ、最後の 3 年間はユースミニストリーに携わらせていただきました。ユースでの働き
が拡大して行く中、不思議と神様からの新たなビジョンが与えられ、新たな地へ出て行くように
導かれたのです。開拓、あるいは、ユース・学生伝道の働き人が必要とされている場所に行くこ
とを求めていたところ、縁もゆかりもない JEC の奈良福音教会への道が奇跡的に開かれました。
それまでは、聖霊のバプテスマや女性牧師などに否定的な教会文化の中で信仰生活を歩んで来た
者が、あろうことか、その両方を持つ、教会での働きに携わることになったのです。

　新たな地でも、教会での働きと、夢想だにしなかった大手コンサルティング会社で、それまでずっ
と携わってきたデザイン・広告系の仕事が与えられ、二足の草鞋での働きが始まりました。そこ
で身につけたものは、今、自分の働きにとって宝のようなものとなっています。さらに主は、JTJ 
宣教神学校の通信での学びを与えてくださり、5 年かけての卒業間近になった頃、今度は KBI へ
の編入の道が開かれたのです。正直、これでやっと学びが終わると思っていた矢先だったので、
最初は素直に喜べない自分がいました（笑）。しかし、そこにはこれからの牧会人生に無くてはな
らない人達との出会いがありましたし、何故か私の学年に限って、海外アウトリーチではなく、
シンガポールとインドネシアでの 1ヶ月の海外研修の機会が開かれ、牧会者としての明確なビジョ
ンが与えられたのです。すべてが目には見えない線で繋がっている神様のご計画としか言いよう
のないものでした。

　献身して約 20 年、長年にわたるテントメーカーとしての働き、異なる教派の教会での牧会者と
しての働き、現場での働きを経験した後の 2 つの異なる神学校での学び、そして、今、教派の枠
を超えていくような働きがどんどん広がっていること。ある先生が言われた「マイチャーチ主義
から神の国視点（の教会観）へ」という言葉。「教会はキリストのからだである」という御言葉。
今まで、様々な不思議な道を通されて来たことは、この教会観を持って、あらゆる枠を超えて仕
えていく使命のためだったのだと示される今。さらに、この KBI を卒業して間もないものが、フ
レンズの会の役員として加えていただくという恵み。

　ただ、主のご計画の中を、小さな者に語られる主の細き声を聞きながら、すべてお委ねして、
与えられた使命の道をワクワクしながら歩んで行きたいと願って止みません。その歩みの中で、
主がどんな素晴らしいことをなされるのか、主の栄光の目撃者となって行きたいと思います。

＜北関東地域シェア開催のお知らせ＞
2016 年 3 月 21 日 ( 月・祝 ) 午前 11 時半 (予定 )～ @東京チャペル
昨年に引き続き開催されます。詳細は、世話役の先生からのご案内をご参照下さい。
卒業生、修了生などの多くの方々のご参加を心からお待ちします。
注：卒業生、修了生の方々は、自動的に「KBI フレンズの会」の会員です。

＜お願い＞
会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

「フレンズの会」
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ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
2月 25 日現在、165 名。【年会費　2,000 円　毎年 8月 31 日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。

総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会　( ケービーアイフレンズノカイ )　
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１

フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座：　関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com ( 会専用のメールアドレス )
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。


